
鶏１ 鐸

一
ブ
ー
ヴ
ァ
ナ
乏
」
さ
琴
、
に
、
大
慧
と
結
び
つ
け
た
。
読
者
は
予
打
菱
調
ろ
た
弓
ラ
グ
。
気
づ
い
イ
読
め
ば
、

蕊
訳
楊
伽
経
な
ら
二
打
か
ら
ま
ま
到
る
と
二
ズ
で
二
打
乏
証
Ｌ
了
く
れ
ろ
は
す
下
あ
る
。
だ
が
、
二
二
て
は

傍
伽
鯉
は
、
二
二
で
棄
然
§
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
乏
出
し
了
采
た
、
何
の
読
朗
も
な
く
。
読
者
ば
藷
ろ
だ
弓
勺
。

携
刎
教
団
の
人
た
弓
に
と
司
了
、
、
予
桝
ぴ
あ
ま
″
に
も
冒
近
か
で
、
哉
朗
せ
ね
ば
な
ら
め
も
の
と
同
等
に

亡
隠
れ
な
か
っ
た
弓
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
キ
″
ス
ト
に
つ
い
で
語
る
と
き
い
ち
い
ち
哉
明
し
た
〃
せ
め
よ

、=フ
に

。

な と
い は

⑥ も
侵
略
者
が
お
の
御
の
行
蔦
蓬
正
当
化
す
る
た
め
に
作
〃
出
し
た
の
が
差
別
観
で
．
差
別
観
か
ら
主
為
出
さ

打
天
の
が
「
蒋
叉
」
て
あ
〃
．
「
痔
叉
」
差
生
み
出
す
た
め
に
作
〃
上
げ
た
の
が
「
世
雲
」
て
あ
弓
う
。
壽

打
な
ら
ば
。
「
世
尊
」
の
ぼ
う
か
ら
重
別
の
虚
妄
で
あ
ろ
こ
と
を
宣
言
せ
め
か
ぎ
″
・
す
な
わ
君
子
の
差
別

芝
解
消
ぜ
め
か
ぎ
″
、
「
世
壽
」
と
「
夜
叉
」
の
あ
い
だ
に
対
話
の
成
立
す
る
場
は
な
い
．

「
世
専
」
の
微
笑
回
差
別
の
虚
妄
芝
宣
言
Ｌ
よ
ぅ
と
す
ろ
決
竜
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
蕾
金
の
山
の
旬
ら

紡
ぐ
よ
う
だ
、
と
い
う
こ
と
ば
は
危
礁
的
表
現
と
し
て
微
妙
で
あ
る
、
わ
た
し
も
ま
た
こ
の
教
え
壬
裁
こ
う
．

と
は
、
「
世
尊
」
た
ろ
こ
と
葦
や
防
て
わ
た
し
も
古
仏
の
ひ
と
り
と
な
弓
う
、
と
い
つ
二
と
で
あ
る
に
這
い

ア
ナ
夜
叉
王
」
で
弱
〃
-

叉
神
」
の
反
睦
で
あ
弓
う

一
弓
の
ご
と
乏
説
朗
Ｌ
了
お
こ
う
。

葬
一
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
芝
い
う
の
に

⑤

大
篝
に
対
す
る
古
仏
の
灌
頂
は
「
世
尊
」
の
法
王
泣
逮
奪
還
Ｌ
工
う
と
す
る
「
喬

の

、

、

０

．
夜
叉
王
上
首
と
い
勺
．
喬
叉
王
と
い
え
ば
す
む
ラ
ー
ヴ
ァ
十
に
上

ｇ-Ｏ４７ ５４７
Ｉ
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、
Ｑ
、

薑
乏
つ
け
る
の
は
、
大
篝
が
菩
薩
の
上
酋
下
あ
っ
た
こ
と
に
対
施
さ
せ
て
の
こ
と
ワ
の
だ
．
仏
に
品
を
曇
に
字

℃

Ｑ

平
等
の
説
が
あ
る
．
拘
苗
孫
仏
な
と
の
過
仏
と
釈
迦
牟
尼
仏
と
は
仏
宇
達
共
有
す
る
の
で
平
等
な
い
だ
莚
説

く
．
今
日
い
う
水
平
馬
考
の
一
つ
に
当
ろ
だ
弓
勺
か
、
そ
の
韮
う
な
思
考
壷
説
く
袴
伽
は
、
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
は

大
菫
だ
、
と
説
く
か
わ
″
に
、
上
首
垂
ふ
た
う
⑦
名
に
笑
有
き
せ
た
の
だ
。

津
二
名
脹
お
い
て
重
要
画
共
通
性
が
弱
る
。
大
篝
例
原
語
は
、
マ
ハ
ー
マ
テ
ィ
童
画
颪
三
口
α
で
あ
る
。

マ
ハ
ー
は
大
の
毒
→
ヱ
ー
″
＃
に
ぱ
・
知
性
理
餓
な
ど
と
遊
弛
に
．
献
身
・
祈
祷
・
彊
信
・
熱
望
乃
ど
の
毒

芝
ふ
く
む
．
ラ
ー
-
ワ
ァ
ナ
の
語
環
に
熱
望
の
童
達
ふ
く
む
こ
と
口
す
で
に
の
べ
た
”
弓
・
Ｉ
ワ
ァ
手
″
ぼ
捷
叉
王

で
あ
る
．
夜
叉
の
原
語
ば
ヤ
ク
シ
ャ
遙
〈
笛
で
、
尊
敬
、
勇
健
、
褐
祭
載
ど
⑦
竜
乏
ふ
く
む
”
大
智
君
に
隔

謙
喝
董
捧
げ
る
本
綴
の
画
心
人
物
が
大
智
重
心
茜
耳
ど
到
鋤
一
ぐ
ワ
ビ
ー
と
ほ
お
も
し
言
い
か
．
そ
打
か
ラ
ー
ヴ

、

、

ア
ナ
の
加
法
の
姿
で
あ
桐
ぼ
こ
ぞ
岬
セ
テ
ィ
ッ
ク
な
大
篝
が
寿
の
名
に
崖
ぱ
洞
た
の
で
あ
云
う
。

８
玉

「
世
尊
」
が
「
世
尊
」
た
ろ
こ
と
壬
や
め
よ
っ
と
決
壽
Ｌ
た
と
寿
、
、
「
雷
雲
」
は
「
童
軍
」
庇
ろ
境
界
を

ホ
時
。
羅
套
那
夜
豆
王
．
以
仏
禰
力
。
間
如
来

那
由
他
無
臺
釈
蔵
天
王
諸
竜
王
等
・
囲
競
恭
駁

そ
の
と
き
、
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
夜
叉
王
何
、
仏
の
淘

卜
ｎ
・
海
毫
王
宮
至
難
打
、
大
潟
を
わ
辰
″
お

も
葛
も
弓
の
竜
王
ら
に
、
と
″
ま
か
舸
敬
礼
ざ

ナ
夜
叉
王
何
、
仏
の
神
刀
で
．
如
耒
の
声
量
聞
い
た
。
同
時
に
バ
ガ
ヴ
ァ
ヅ

打
、
大
潟
を
わ
辰
″
お
わ
っ
穴
．
も
弓
も
る
の
ナ
ユ
タ
無
量
⑦
帯
釈
-
賀
天
王

、
と
〃
ま
か
舸
敬
礼
ざ
洞
た
。

間
如
来
声
。

②

晴
。
婆
伽
婆
。
灘
海
責
王
宮
＠
察
大
海
巳
・
与
諸

ｰ

g -O４8 ５４８
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ー

ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
夜
叉
王
は
．
仏
の
神
力
に
王
っ
て
・
加
柔
の
声
乏
き
く
。
仏
と
口
た
掴
か
。
ラ
ン
カ
ー
の
古

必
か
。
仏
位
に
つ
い
衣
大
篝
か
。
あ
壱
い
口
「
世
尊
」
た
ろ
こ
と
を
や
め
た
如
耒
か
．
い
ず
柄
Ｔ
ｂ
よ
い
．

舅
実
の
生
表
ろ
と
二
ｚ
に
圃
仏
が
い
丁
．
仏
神
力
が
弱
る
の
で
あ
ス
勺
か
弓
・

す
．
ｎ
ら
し
い
の
は
ゞ
同
砺
表
現
の
訳
述
法
で
あ
る
。
示
酷
に
時
を
か
さ
ね
る
用
法
に
つ
い
で
圃
弐
、
家
に
も

一-一●一、、も

銀衲宏が、ここもま辰ぞ籾に主っで、一マーヴァナの闇聖米声とパガヴァヅトの離潟竜冨との

同
時
進
行
な
る
二
と
乏
一
示
し
・
凄
大
溜
已
に
よ
っ
了
「
世
雷
こ
は
「
世
尊
」
か
ら
離
椚
・
可
な
わ
ち
琴
伽
客

、

も

、

か
ら
難
洞
・
以
後
、
魏
訳
「
入
樗
伽
経
』
仮
訳
語
婆
伽
婆
は
あ
ら
杓
椚
な
い
。

のＶ一ぐあろ。

「
世
零
」
ず
室
盈
見
た
と
宍
、
、
マ
ー
ヲ
ヤ
山
⑦
一
マ
ー
ガ
ー
城
は
、
遥
か
で
あ
っ
旋
・
観
察
す
る
と
-
そ
の
城

は
が
が
や
壹
穴
の
し
げ
で
・
幼
ら
め
く
篝
今
あ
山
で
あ
っ
た
。
「
世
雲
」
が
如
来
と
左
う
で
か
え
〃
見
振

と
宍
、
、
雛
前
に
い
る
の
は
、
池
云
も
弓
の
生
弱
ろ
者
た
ち
で
あ
う
涙
．
赤
生
乏
観
察
す
る
と
、
か
制
令
の
世

界
で
ア
ー
ー
フ
ヤ
識
と
名
．
つ
け
て
い
ぢ
、
だ
の
大
海
の
水
波
が
、
暴
風
に
攻
か
打
了
荒
打
狂
？
了
い
石
．

９

一
小
時
一
叩
宋
．
観
察
衆
生
。
阿
梨
耶
識
大
海
水
波
．
為
諸
境
界
猛
風
吹
勤
．
転
調
疲
浪
・
随
縁
而
淑

そ
の
と
き
・
叩
耒
は
、
衆
生
壬
観
察
し
灰
．
ア
ー
ー
フ
ヤ
識
の
大
海
の
水
痩
ロ
も
弓
も
ス
の
環
驍
世
読
、

の
猛
風
に
収
李
動
か
ず
桝
辰
。
乾
識
の
疲
浪
阿
縁
に
よ
っ
て
遠
っ
て
い
た
。

一 一
三-
生

三
二

弓 ･ 』

二 一

毛 一

一 二

二一■弓

二

一二・｜・字芦■・・畢一ムーーヰ・一二一一百一・Ｆ一■《ゴ一一二■｜『》・垂二』●一一一一廐二一兵・・宅一心二雫一三一：百・一デー一・子一
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『
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↓

「
世
尊
」
の
姐
宋
へ
の
転
換
は
．
「
世
壽
」
が
世
尊
に
返
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
Ｌ
か
し
、
世
琴
蚤
雷
挙
」

に
開
じ
こ
Ｍ
ろ
こ
と
に
よ
っ
了
・
人
箇
之
「
帝
王
」
と
し
「
震
叉
」
と
し
て
き
た
人
た
ち
に
と
つ
了
臓
・
大

海
に
暴
風
雨
が
ふ
ま
す
さ
ぷ
よ
う
仮
感
ぜ
ら
桐
た
ス
ラ
。
「
街
叉
」
の
消
滅
に
は
耐
え
る
と
し
て
も
。
帝
三

の
消
滅
に
耐
え
ら
れ
よ
う
か
．
「
世
雲
巳
も
「
帝
王
」
も
う
蒋
叉
」
も
、
人
の
套
執
の
え
か
く
幻
に
す
ざ
め
。

妄
執
至
難
椚
灰
立
場
〃
ら
は
幻
と
刃
え
て
も
．
毒
軟
の
敢
か
に
い
る
も
の
に
口
・
や
ぼ
〃
暴
風
雨
で
あ
る
。

「
世
諄
」
が
如
来
に
転
漁
・
し
た
と
き
．
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
は
「
挿
叉
壬
」
て
あ
る
こ
と
か
ら
解
放
ざ
打
ろ
ば
ず

下
あ
っ
た
◇
だ
が
、
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
ば
「
夜
叉
王
」
の
ま
ま
で
あ
る
・
加
宋
は
つ
ね
に
如
来
Ｔ
あ
る
．
加
耒
で

あ
る
世
尊
芝
「
世
尊
」
と
し
た
の
画
人
の
妄
執
で
あ
っ
た
．
「
世
辱
」
が
世
雲
に
蓮
「
て
も
、
世
尊
を
「
瞠

等
」
と
し
た
か
ろ
髻
執
が
た
た
ち
（
人
間
か
ら
な
く
な
る
、
け
で
は
な
い
”
千
打
口
「
袴
伽
經
』
が
雪
冨
さ

打
派
千
五
百
茸
ま
・
え
だ
け
の
こ
と
で
何
な
い

1０
ハ
イ
ン
ド
で
・
口
い
ざ
人
、
議
し
い
カ
ー
ス
ト
制
凄
が
残
っ
て
い
る
詞
故
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
翁
は
、
不

口

爪
時
。
蕊
誓
那
。
：
黄
叉
王
・
而

人
天
・
得
大
利
益
掴
決
得
篭
禁

箒
の
と
ま
-
ラ
ー
ヴ
フ
ナ
は
、

一
卜
お
ね
が
い
し
よ
、
フ
。
》
弓
ン
力

中
で
、
し
弓
も
弓
の
人
や
神
と

ま
-
ラ
ー
ヴ
フ
ナ
は
、
夜
叉
王
で
あ
っ
た
．
で
．
鼻
才
か
ら
嘆
じ
て
い
う
．
「
わ
た
し
、
如
来

か
い
し
よ
、
フ
。
》
与
ン
カ
ー
城
に
ｎ
い
『
了
い
尺
だ
き
、
わ
打
筍
⑦
長
い
暗
い
密
を
、
神
や
人
の

し
弓
も
弓
の
人
や
神
と
と
も
に
、
大
利
霊
乏
得
て
、
す
認
や
に
要
乗
Ｅ
ｌ
、
百
丁
い
た
辰
こ
う
」

＝

而
邑
霞
室
弓

。

。

我
応
諸
加
来
。
人
梼
蜘
城
。
令
我
長
夜
。
於
天
人
中
←
与
諸

g-OＳＯ ５５０
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一
吋
触
瀦
戻
芝
ハ
リ
ジ
ャ
ン
（
神
の
子
）
と
色
付
け
、
差
別
の
演
奏
差
う
た
っ
た
。
だ
が
、
：
各
兇
で
ハ
リ
ジ
ャ

ン
に
村
す
夛
鬘
侍
口
跡
を
断
た
ず
、
ガ
ン
ジ
ー
藷
の
這
走
は
完
全
に
雲
切
弓
、
た
形
で
あ
る
．
弓
い
驫
近
も
、

イ
、
一
ド
函
部
の
ア
ン
ド
ラ
・
雪
マ
デ
シ
ュ
州
ク
ダ
パ
蛇
区
⑦
村
で
、
ハ
リ
ジ
ャ
ン
の
住
む
皿
十
上
斬
が
深
蒋

焼
き
打
ち
に
這
い
。
二
芭
人
賦
上
が
焼
け
出
六
猟
た
・
ハ
リ
ジ
ャ
ン
の
家
で
詞
う
て
い
る
牛
が
上
級
カ
ー
ズ

ト
の
簑
民
の
畑
で
菫
乏
食
べ
て
い
展
と
い
う
、
た
「
灰
ぞ
机
だ
け
の
こ
と
で
、
〃
と
い
報
復
乏
凄
耐
辰
の
で

あ
る
，
…
》
：
ア
ー
メ
ダ
バ
ド
市
で
は
入
院
中
の
妊
産
婦
が
「
さ
わ
ら
打
ろ
く
ら
い
勺
今
死
ん
魔
ほ
う
が
ま
し

だ
わ
」
と
ハ
リ
ジ
ャ
ン
出
身
の
医
師
に
よ
る
手
術
を
拒
否
Ｌ
た
。
：
…
・
ガ
ン
ジ
ー
首
相
も
こ
の
ほ
ど
「
国
民
認
引

ん
な
が
ハ
リ
ジ
ャ
ン
に
対
す
る
莚
蜜
王
麥
え
る
べ
き
だ
」
と
大
キ
ャ
、
一
イ
ー
ン
差
》
呼
び
か
け
た
が
、
国
晨
⑦
５

側
か
ら
ロ
苧
打
に
一
戸
え
る
動
き
は
な
い
。
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
ジ
ャ
ム
十
川
付
近
の
ゴ
ミ
桧
イ
場
で
、
ハ
リ

ジ
ャ
ン
の
子
ど
も
た
ち
か
・
ぞ
ご
壷
あ
さ
二
Ｌ
い
涙
．
そ
の
上
に
は
、
や
口
〃
ゴ
ミ
を
あ
さ
る
カ
ラ
ス
や
ワ
シ
ー

が何十羽も漂う。ハ〃、ンヤンた客の将来は、まだまだ暗いといわぬはな塙ないＶ蛎韮奉熊→堀一十種・妬

ぞ
籾
は
ぎ
た
、
し
か
し
、
現
代
の
イ
ン
ド
だ
付
⑦
二
と
で
も
な
↓

．

０

０

ワ

○）

ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
ひ
と
り
が
「
荷
叉
」
か
ら
抜
け
出
Ｌ
て
も
、
「
費
叉
」
は
無
数
に
お
り
．
「
衡
叉
」
乏
作
〃

出
す
の
が
「
帝
一
士
」
や
「
人
」
で
あ
る
だ
け
で
す
く
．
「
荷
叉
」
も
ま
た
「
夜
叉
」
の
う
ち
な
る
コ
パ
叉
」

差
作
るヴ

ヱ
ッ
ダ
差
夜
叉
と
呼
ん
だ
二
、
一
ハ
マ
の
祖
は
、
「
人
」
と
「
獅
子
」
と
の
混
血
児
で
あ
っ
辰
。
か
柄
何

父
な
ろ
「
獅
子
」
差
表
し
、
王
位
差
「
人
」
な
弓
母
の
新
夫
に
与
え
た
が
、
「
人
」
の
国
壬
去
り
-
や
は
川

「
獅
子
」
の
子
な
る
妹
と
結
婚
す
る
ぼ
か
な
か
っ
た
・
お
ぞ
ら
く
「
人
」
か
今
北
「
獅
子
」
か
ら
ｆ
忌
避
す

｡
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一

子
、
す
な
わ
ち
ブ
リ
ン
ダ
ー
の
祖
か
晃
赫

叉
」
か
ら
も
差
別
ざ
御
た
灰
め
で
あ
言
う

洞
穴
た
め
で
あ
ろ
う
。
「
獅
子
」
⑦
孫
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
に
犯
さ
洞
に
ウ
ェ
ヅ
チ
の
女
ク
ヴ
ァ
』
一
十
Ｉ
の
生
ん
だ

子
、
す
な
杓
ち
ブ
リ
ン
ダ
ー
の
祖
が
兄
妹
結
塘
Ｌ
な
げ
打
ば
な
ら
ワ
グ
可
｝
（
の
池
．
「
獅
子
」
か
今
も
「
捷

一
マ
ノ
ウ
ー
城
と
は
．
真
雲
加
法
⑦
仏
国
土
だ
が
．
同
時
に
幻
の
ギ
リ
島
で
あ
り
・
差
別
の
棺
の
国
了
あ
ろ

ラ
ン
カ
イ
か
ら
ギ
〃
臺
董
キ
、
〃
離
し
、
→
閉
鎖
す
る
二
と
仁
よ
う
丁
，
差
別
が
な
く
な
〃
、
Ｌ
な
い
。
弓
ン

ガ
ー
城
仮
蛎
釆
乏
蚕
ね
ぎ
．
神
達
ま
ね
き
人
を
ま
ね
き
、
神
と
人
と
夜
叉
と
が
、
蒔
叉
例
長
漬
の
闇
蓬
其
有

し
-
期
末
⑦
真
濤
仁
よ
う
了
-
差
別
の
穂
妻
-
ギ
リ
宴
の
幻
廟
畜
二
と
芝
照
明
寸
ろ
ほ
か
順
相
ゆ
昌
一
／
ン

カ
ト
城
を
消
威
さ
せ
る
す
く
ぼ
な
い
。
根
の
国
が
潰
滅
し
な
い
か
ぎ
り
-
褥
叉
に
も
、
人
に
１
、
神
に
孔
-

寮
楽
何
な
く
-
如
来
℃
ま
た
-
根
の
国
一
フ
ー
ガ
ｉ
城
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
、
ふ
た
た
び
「
世
等
」
の
鉄
塔
に

闇
じ
こ
め
ぅ
打
、
世
界
に
「
黄
叉
」
を
生
舞
つ
づ
同
ろ
で
あ
弓
う
。

１１

爪
時
。
携
伽
城
主
羅
婆
那
夜
叉
王
。
与
諸
蕃
蔑
。
重
雄
宮
殿
④
至
加
来
所
。
弓
請
者
雷
．
従
宮
謡
下
・

壷
仏
三
匝
《
Ｗ
僅
僅
伎
楽
。
薬
於
加
采
。
所
持
楽
器
．
皆
是
。
大
言
因
陀
羅
宝
。
而
用
造
が
。
大
罠
流

璃
馬
磑
請
宝
。
以
為
閉
錯
。
禦
衝
色
衣
．
以
用
纒
襄
．
測
梵
声
等
無
量
種
音
。
蔀
謙
如
采
一
切
功
徳
。

而
説
喝
臺

莞
の
と
毒
零
ン
方
ｉ
減
主
の
ラ
ー
ヴ
ア
ナ
夜
叉
王
側
、
も
毒
も
ｚ
”
の
誉
雷
と
・
縄
の
富
穀
に
東
〃
-

囲
采
の
蓑
え
に
め
ぎ
・
也
冥
も
ｚ
の
誉
霞
と
、
宮
薮
よ
り
下
り
仏
差
肋
ぐ
ろ
こ
と
三
た
び
。
種
々
の

伎
楽
で
如
来
壷
楽
し
ま
せ
た
．
七
つ
可
き
た
・
禁
塁
は
、
み
な
”
大
害
因
陀
羅
宝
で
作
ら
門
-
大
黒
疏
璃

●
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八
印
凄
の
古
禁
吾
と
し
て
珍
今
Ｌ
い
も
の
ば
一
マ
バ
ナ
ズ
ト
ロ
、
一
と
各
附
け
る
蕊
吾
で
・
そ
梱
、
弓
垂
以
可

摩
擦
し
て
嘱
ら
す
の
で
あ
る
・
二
例
ぼ
今
か
・
令
五
千
年
位
前
の
セ
イ
ロ
ン
皇
⑦
壬
言
ハ
ノ
、
ノ
に
依
て
糞
明
く
、

汎
た
と
称
ま
獅
了
居
て
・
印
奏
の
古
書
に
も
既
に
冥
各
が
弐
さ
制
て
居
ろ
。
恐
ら
く
世
界
の
弓
祭
器
⑦
最
も

古
い
も
の
ら
Ｌ
く
、
侭
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
ど
②
先
祖
差
な
す
し
⑦
と
考
え
ら
打
了
い
ろ
Ｖ
勇
海
音
郵
毫

の
べ
了
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
・
築
人
の
目
ぼ
ま０

か
っ
て
拙
稿
「
壹
薪
」
’
九
六
八
卑
の
注
仮
引
い
た
が

初
期
の
糯
伽
教
団
ぼ
劃
団
か
と
仮
説
で
推
測
し
た
．
そ
の
根
拠
⑦
一
つ
が
こ
の
節
で
あ
る
。
他
の
経
騨
で

も
仏
に
歌
舞
を
猿
け
る
こ
と
は
勘
ら
Ｌ
く
な
い
か
、
￥
⑦
と
き
黛
器
に
つ
い
了
、
こ
こ
で
の
よ
う
に
詳
し
く

の
べ
了
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
・
築
人
の
目
ぼ
楽
器
に
ま
と
い
も
の
で
あ
る
・
田
辺
尚
雄
の
次
の
こ
と
ｎ
は

く
、
男

あ弓、つ
花
の
宮
報
に
わ
た
し
は
祇
園
祭
の
山
鋳
芝
見
ろ
。
〉
一
く
う
し
で
、
そ
こ
か
ら
下
り
了
・
仏
至
三
た
ひ
め
ぐ
っ

元
歌
う
手
Ｉ
ヴ
ァ
ナ
掩
叉
王
と
そ
の
壹
儲
に
．
伎
楽
面
を
つ
け
灰
ひ
と
た
ぢ
の
舞
棄
菱
見
ろ
。
入
樗
伽
の
入

の
豪
語
は
李
画
愈
画
で
雁
下
・
顕
現
・
代
身
の
竜
味
を
も
つ
。
加
耒
の
ラ
ン
ガ
ー
ヘ
の
涜
下
は
．
ま
た
幻

の霧竺ロへの熟があ〃、仮一血乏なふった俳霞の登場でＬあろ。￥椥乏登るといわないの画聖

な
る
も
の
の
批
現
何
え
で
は
あ
ろ
う
が
、
ラ
ー
ヴ
ァ
＋
と
￥
の
誉
晨
さ
え
下
〃
ろ
。
箒
の
舞
台
は
、
お
そ
ら

く、見物害、すくなくとも観客⑦主たる人が占める位置よ〃ぼ、低くしつら・え了あったので

・
馬
瑠
な
ど
の
諸
宝
が
ち
〃
ぼ
め
ら
打
．
価
も
し
れ
め
色
絹
で
つ
つ
ん
で
あ
る
．
ブ
ラ
ー
マ
、
ズ
ウ
ァ

ラ
迂
逵
》
票
壼
の
音
調
で
、
加
乗
の
一
切
⑦
功
徳
を
歌
歎
Ｌ
・
喝
乏
説
い
て
い
う
、

盲

▽

二
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1
1

ラ
パ
ノ
ン
ロ
ー
マ
Ｉ
ヴ
ァ
ナ
で
あ
る
。
マ
ト
ゥ
ー
ー
ヲ
の
仁
、
一
ド
ゥ
ー
寺
院
画
乞
刻
に
壹
舞
を
ひ
び
で
ろ
街
叉

立
た
ち
⑦
像
が
あ
〃
・
寿
の
一
人
の
も
つ
薬
害
は
ラ
パ
ナ
ズ
ト
ロ
ン
で
む
あ
言
う
か
．
衡
叉
の
弓
は
醜
謹
な

ろ
も
辻
は
極
紡
了
妹
美
、
と
あ
る
の
差
読
ん
だ
こ
と
か
あ
り
、
孑
湘
が
何
下
あ
っ
た
が
、
い
ま
馬
い
出
ゼ
な

Ｚ

い
が
‘
マ
ト
南
ｌ
ヲ
例
挿
叉
堂
ば
ま
う
た
く
等
の
害
紫
の
通
″
で
あ
弓
。
『
大
旨
襄
論
』
ば
け
、
並
行
・
裳

空
・
宮
緊
飛
行
の
三
街
叉
一
と
あ
げ
・
他
行
夜
叉
、
歓
祭
・
音
楽
・
飲
食
を
得
・
溢
空
夜
叉
は
大
刀
亮
、
で
風

Ｑ
乏
く
、
宮
穀
飛
行
潅
叉
何
種
々
の
娯
繁
便
脅
の
物
勗
〃
、
と
い
う
。
￥
榊
ら
萱
電
力
と
弘
神
逼
と
牝
と

っ
て
よ
い
が
．
サ
ー
カ
ス
垂
ふ
く
む
刻
団
の
技
芸
と
考
え
て
翻
溌
は
写
い
。
臺
票
の
簔
雲
至
極
琴
に
活
用
す

る
と
二
弓
・
演
割
に
闇
す
る
警
論
の
多
い
と
こ
君
、
い
ず
獄
弛
樗
伽
教
団
と
劇
団
と
の
結
び
つ
ま
診
毫
杓
せ

る
も
の
で
あ
る
。
な
お
．
魏
款
の
訳
者
ポ
デ
ィ
ー
ル
チ
グ
神
逼
刀
に
た
け
た
二
と
孟
伝
に
記
す
か
．
奇
術
に

類
す
る
Ｌ
の
で
．
あ
る
い
は
か
れ
は
イ
ン
ド
で
滞
伽
銀
を
学
前
と
き
．
莞
桝
ら
を
ｔ
合
せ
で
習
い
、
つ
け
た
の

１

、

ｂ

、

、

、

、

Ｋ

か
も
し
抓
め
・
臺
迦
印
陀
品
で
か
れ
か
種
桧
弁
読
と
す
る
と
ご
弓
を
臺
訳
同
呪
術
詞
諦
と
す
葛
．
梵
本
ぼ
そ

二
を
亘
凹
三
下
ロ
耳
鼻
テ
訂
ゴ
ロ
と
す
る
．
擁
款
⑦
漂
騨
も
そ
う
た
ぅ
た
と
す
る
と
-
害
訳
⑦
方
が
正
確
だ
。
二

二
は
密
呪
を
銭
「
て
儲
け
る
順
出
外
道
菱
そ
し
夢
と
ご
弓
だ
か
ら
、
蜜
呪
を
伝
道
に
利
用
し
了
い
た
て
腸
弓

ウ
ボ
テ
ィ
ー
ル
チ
に
と
、
了
は
、
謁
今
わ
に
訳
す
こ
と
は
都
合
工
く
な
か
っ
た
、
ど
礼
考
え
ら
れ
ろ
。
Ｌ
か

し
ま
た
、
劃
団
員
と
し
了
奇
術
差
演
ビ
イ
い
た
人
な
ら
ば
、
世
闇
⑦
あ
や
し
設
詣
￥
打
ろ
密
呪
辿
弁
説
⑦
一

種
と
屍
く
だ
し
丁
い
た
と
仏
考
え
今
打
ろ
。

い
ず
御
に
し
て
も
、
今
こ
こ
で
一
つ
-

高
値
さ
ま
ざ
ま
の
大
台
害
て
あ
弓
う
。 ｉ
ヴ
ァ
ナ
ら
が
歌
う
の
ぼ
、
妹
美
な
夜
叉
な
の
管
鉱
棄
仁
品
わ
せ
で
．

ｇ一○５４ ５５４
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二
⑦
得
は
楕
伽
経
例
罵
患
の
摘
要
と
い
う
べ
李
菫
妻
ワ
旬
だ
が
、
琶
訳
と
い
弓
Ｃ
ろ
し
く
異
る
。
三
訳
雰
Ｓ

一
旬
、
・
だ
自
性
法
蔵
（
に
⑦
自
性
は
存
任
の
蔵
で
あ
る
）
化
ば
そ
れ
自
体
の
性
格
が
迭
蔵
だ
、
と
師
定
す
ら

ろ
が
、
魂
訳
何
に
口
法
蔵
な
ろ
状
態
に
お
い
て
機
能
を
は
た
す
．
と
機
能
壬
規
定
す
る
ゆ
だ
，
孝
二
句
-
Ｃ

窮
我
灘
見
垢
（
無
我
な
ら
ば
偏
見
か
ら
瀧
抓
ろ
）
｜
見
こ
の
ほ
、
っ
が
通
り
が
よ
い
や
た
が
予
打
な
崎
は
裁
惹
ｇ

壬
認
防
た
上
で
至
定
す
る
こ
と
に
な
る
．
魏
訳
は
、
竺
と
頁
と
を
村
立
さ
せ
る
露
見
か
ら
も
我
見
が
合
池
謝

れ
よ
う
と
い
「
Ｔ
い
ろ
。
第
一
二
四
・
五
、
六
句
、
證
智
之
鯖
扣
・
領
仏
為
宣
説
、
書
法
崇
爲
身
、
證
制
常

塞
楽
（
証
明
声
門
穴
智
者
の
お
知
〃
に
な
っ
た
こ
と
を
、
籟
杓
く
口
仏
よ
お
説
き
く
だ
さ
い
、
享
理
脚
票
フ

ィ
仏
身
と
な
り
．
証
朗
式
門
た
智
者
何
常
広
彊
窯
了
あ
る
）
仏
の
珂
誰
の
講
嘆
に
と
と
ま
る
が
心
魏
訳
了
は

世
尊
の
説
く
諸
行
何
世
等
内
心
斯
知
の
法
Ｔ
あ
る
と
と
孔
に
聞
く
も
の
の
内
腿
所
知
⑦
法
で
あ
る
二
と
途
”
し

1２Ｊ
」

心
具
於
法
蔵
難
無
我
勇
垢
世
尊
説
諾
行

化
身
時
到
入
樗
伽
今
此
拐
伽
城
過
去

無
量
壼
商
叉
誰
現
黛
壼
欲
間
説
法
声

価
壬
存
在
の
蔵
に
鴎
え
、
無
と
我
の
偏
見
か

鮒
ゆ
内
部
了
知
ろ
存
在
．
。
真
理
が
人
格
化
し

〃
ろ
化
身
が
．
蒔
い
た
、
了
う
、
一
カ
ー
に
入

弓
雅
弓
の
仏
の
子
ら
が
、
巽
量
の
仏
身
乏
受

の
も
弓
弛
三
ｍ
・
荷
叉
も
．
黛
曼
の
仏
身
乏
現

無
と
我
の
偏
見
か
ら
潔
楓
よ
う
・
世
票
が
義
か
梱
ろ
も
弓
も
ｚ
の
現
象
価
、

真
理
が
人
格
化
し
た
仏
身
口
・
身
の
内
部
下
證
胡
す
る
存
在
．
化
身
の
弱
示

了
ラ
ン
カ
ー
に
入
る
一
今
ご
の
う
、
一
カ
ー
鍼
は
、
過
去
の
票
臺
⑦
仏
と
‘
Ｌ

巽
量
の
仏
身
乏
受
け
天
と
一
三
・
世
掌
が
も
し
法
董
説
か
御
ろ
な
告
・
碆
墨

黛
墨
あ
仏
身
乏
現
じ
ま
し
よ
う
。
説
法
の
芦
を
調
間
か
せ
く
だ
ざ
い
。

諾
行
内
心
所
知
法
白
法
得
仏
身
内
寄
所
證
法
化
冒
示

過
去
無
臺
仏
及
諸
仏
子
等
歸
曼
身
受
用
世
專
苦
説
法

壁

畔Ⅲ』Ｐ
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一器．｜，一・．’含
詮
と
し
了
・
散
揃
な
馬
逗
の
表
現
と
し
て
極
め
て
的
確
で
あ
ろ
。
澆
上
、
八
句
・
甕
化
自
在
者
、
寵
入
梼

伽
城
（
要
化
自
在
な
ろ
方
よ
。
溺
わ
く
は
梼
伽
城
に
お
ぱ
い
″
く
た
さ
い
〉
妾
杙
す
る
の
ぼ
仏
だ
け
だ
．
魏

訳
は
捷
叉
も
仇
身
な
ろ
こ
と
乏
現
杓
し
得
て
い
ろ
”
等
九
，
十
・
十
一
、
十
二
句
、
過
去
仏
書
罐
、
薑
雪
住

此
城
・
吐
蕃
侭
叉
衆
．
一
肥
謂
醜
法
．
（
過
去
の
仏
言
濯
は
・
愚
な
か
っ
て
こ
の
城
に
と
ど
ま
う
洞
に
、
こ
こ

の
も
ｚ
ｔ
ｚ
⑦
夜
叉
た
ち
ぼ
・
一
川
に
法
を
き
こ
う
と
篭
ぅ
て
い
ま
す
）
仏
と
夜
叉
と
は
切
り
難
き
初
了
い

了
．
教
え
多
し
の
は
仏
、
教
え
ら
れ
る
毛
の
は
蔵
叉
-
て
濁
る
。
網
ｃ
で
害
訳
付
、
こ
の
上
下
関
係
を
く
ず

す
主
い
と
す
る
態
害
が
盈
之
・
魏
訳
に
け
、
見
る
も
の
と
亮
ら
洞
ろ
も
の
ど
の
相
聞
閣
係
の
＃
証
蚤
と
池
い

，
つ
く
ま
し
の
か
、
あ
ま
す
と
こ
再
な
く
す
く
い
と
弓
舸
て
い
る
、
と
威
せ
う
れ
ろ
。

ト
ー
タ
カ
弓
言
否
乏
字
書
は
喧
噂
口
調
と
説
明
す
る
。
莞
の
圭
諾
二
二
に
あ
て
は
納
暮
二
と
付
Ｔ
き
め

が
、
か
な
″
は
げ
し
い
旱
い
調
子
だ
「
た
の
で
嗣
弓
、
「
／
・
ガ
ー
タ
ー
詠
吾
印
勧
｛
訂
-
電
琴
口
は
議
事
詩
訊
詠
調

だ
が
、
イ
ン
ド
音
楽
に
無
知
繭
わ
た
し
に
は
ご
洲
以
上
の
こ
と
は
い
え
め
・
以
下
の
長
い
喝
が
歌
制
と
し
て

の
鎬
仏
品
の
中
心
で
、
こ
れ
が
ズ
ト
ー
リ
-
-
の
前
段
を
重
ね
な
が
ら
、
後
段
に
増
す
役
割
萱
Ｌ
は
た
す
，

1３

而 而
読 時
喝 ”
一 一 ＝
＝ 斧 臣

そ
の
と
ぎ
、
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
・
ラ
ン
カ
ー
王
は
-
ト
ー
タ
カ
調
の
種
々
の
ェ
Ｖ
声
で
・
如
来
の
も
弓
Ｌ
弓

の
功
徳
差
歌
議
し
お
わ
り
、
さ
ら
Ｋ
ワ
ー
タ
ー
詠
噌
調
で
、
加
宋
董
歌
難
し
、
侭
を
説
い
て
い
う
。

Ｊ

塞
碆
樗
伽
王
．
以
都
蠅
迦
種
種
妙
声
。
顎
歎
加
采
諸
功
徳
巳
・
復
実
以
伽
他
妙
声
。
歌
歎
如
来

分

』
｜
・
一
一
…
却
一
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三

いに毒ツ

ラ
ー
ヴ
ァ
十
の
大
臣
王
大
智
と
す
る
の
は
偶
然
下
は
な
い
で
あ
言
う
。
シ
ュ
ッ
ウ
ば
．
詩
人
、
も
の
ま
ね
７

．
｛
汚
い
弓
パ
ー
ー
ヲ
ナ
は
支
え
手
か
。
唐
訳
は
婆
刺
那
什
’
一
フ
ナ
の
邸
３
３
元
軽
挙
⑦
大
船
闇
宍
、
お
ろ
い
ら

十．守。

○

は
音
量
た
て
る
人
な
ど
切
宣
を
池
つ
。
婆
と
婆
は
ま
き
和
や
す
い
字
だ
か
ら
、
娑
の
ほ
う
か
よ
い
か
ｔ
し
桐
一

な
い
→
一
大
衆
は
一
本
に
大
衆
と
Ｌ
・
こ
れ
ま
で
の
支
脈
か
ら
い
え
ば
大
衆
が
い
い
た
弓
、
っ
。
た
た
・
請
仏
品
９

千
厘
訪
潟
が
巖
し
古
い
部
分
で
あ
弓
、
つ
か
う
、
魏
訳
の
票
冥
か
出
て
く
る
ま
イ
け
・
決
定
は
係
閨
Ｌ
た
い

1５ 1４
、

依
仏
住
持
力
即
於
如
来
冒
説
己
名
字
我
十
頭
羅
瓠
頴
重
哀
落
我
友
此
城
衆
生
受
此
樗
伽

城
摩
羅
耶
宝
山
魑
去
無
量
仏
於
此
傍
伽
城
種
種
宝
山
上
説
身
所
證
法
如
来
亦
旋
示
於

此
宝
山
中
同
諸
過
去
仏
亦
説
加
是
法
顯
共
諸
仏
子
説
此
清
浄
法
我
及
傍
伽
衆
威
皆
欲
聰

》費する。

叩
棗
ぼ
七
日
間
、
大
海
の
一
霊
獣
中
に
い
了
、
海
逐
篶
〃
痕
の
岸
に
い
た
″
、
上
司
イ
そ
二
に
と
ど
ま
ら

桝
及
．
一
つ
Ｉ
ヴ
”
ナ
壬
と
“
妻
子
の
夜
叉
た
ぢ
、
と
無
臺
の
善
塁
、
大
言
扇
ろ
諸
大
臣
、
、
、
二
｝
ｗ
ウ
や

岬
’
一
つ
十
、
こ
の
よ
う
な
神
た
ち
ほ
、
お
の
お
の
こ
と
ご
と
く
、
無
量
の
諸
神
通
乏
硯
わ
し
・
妙
な
る

花
の
室
穀
に
乗
り
、
と
も
に
仏
の
み
也
と
に
来
〃
・
利
善
し
イ
淀
の
宮
畷
よ
り
下
り
仏
に
礼
拝
し
供

誉
曇
大
言
諸
大
臣
叔
迩
婆
羅
那
加
昊

倶
来
到
仏
所
到
己
下
花
醗
礼
拝
候
養
仏

棚
来
誌
七
日
大
通
悪
獣
中
衰
海
至
波
岸
出
已
即
便
住
霊
琴
那
王
共
妻
子
夜
叉
等
双
黒
量

誉
曇
大
言
諸
大
臣
叔
迩
婆
羅
那
加
昊
等
天
衆
各
台
悉
皆
現
無
臺
諸
神
逼
乗
妙
筏
富
穀

_＝
缶

》

三

寺

『

一

一
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一

閉仏
の
た
も
つ
力
に
エ
リ
、
叩
采
の
前
に
励
ま
・
み
ず
か
ら
お
の
柄
の
ｚ
主
え
壬
い
う
．
、
た
し
何
十
一
頭

羅
刹
で
す
。
ど
う
か
御
た
し
と
こ
の
城
の
．
宋
生
に
あ
わ
打
み
を
重
打
、
お
う
同
く
た
さ
い
ラ
ン
ウ
ー

城
、
マ
ラ
ャ
⑦
室
山
菱
。
過
去
の
窯
臺
の
仏
た
る
減
、
こ
の
ラ
ン
カ
ー
城
の
-
鐘
々
の
宝
山
上
Ｔ
身

も
了
證
明
し
た
迭
壬
説
か
例
た
・
加
采
も
ヂ
パ
か
く
て
’
二
の
宝
山
中
に
お
い
て
、
し
弓
も
ｚ
の
過
去

仏
と
同
じ
く
、
ま
た
￥
の
よ
う
な
法
乏
説
か
御
ろ
の
て
Ｌ
よ
う
，
ど
う
か
諸
仏
の
子
ら
と
．
こ
の
清
浄

の
法
査
説
い
て
く
だ
さ
い
。
、
た
し
と
ラ
ン
カ
ー
の
者
ど
も
は
、
こ
と
ご
と
く
鶇
閣
い
た
し
壬
し
よ
、
Ｚ

八
祷
伽
経
鎮
過
吉
仏
讃
歎
内
身
冨
境
界
難
前
説
各
字
我
意
過
去
世
無
量
諸
如
来
莞
仏
子

囲
続
読
此
礪
多
蕊
加
実
誌
今
日
亦
応
喬
我
等
及
諸
一
切
衆
説
此
甚
深
法
末
末
語
世
尊

哀
請
仏
孑
等
於
此
室
山
上
亦
説
此
深
法

与

垂

申

●

早

タ

●

ラ
ン
カ
ー
に
入
る
経
典
ｎ
、
過
去
仏
が
鍔
歎
き
柄
た
。
内
身
智
の
境
界
は
、
説
か
柄
ろ
蕾
諾
文
学
を
離

系
１

打
了
い
ろ
『
杓
疋
し
け
念
う
過
去
の
世
に
、
無
鬘
の
諸
如
来
が
、
諸
仏
の
子
ら
仁
か
こ
手
打
了
．
こ
の

ス
ー
ト
ラ
垂
説
か
胴
た
の
芝
．
伽
柔
ほ
ぎ
浜
、
可
ま
た
ま
つ
と
わ
れ
ら
と
、
祉
惠
も
弓
の
一
切
の
衆
生

の
た
め
に
。
こ
の
い
と
深
い
迭
乏
説
か
れ
よ
、
フ
．
未
来
の
也
勇
も
弓
の
世
等
、
と
請
仏
の
子
ら
池
、
こ

の
宝
山
追
で
、
ま
た
二
ｍ
漂
い
法
を
説
か
御
ろ
だ
弓
．
う
．

屯

ｇ-ＯＳＢ ５５８
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は
逆
行
・
還
鳴
、
印
画
式
は
進
行
．
Ｑ
ｃ
３
３
ぼ
〃
の
動
く
範
囲
と
い
う
ぽ
ど
の
竜
だ
か
ら
．
自
照
す
る
精

神
の
場
と
し
て
の
身
体
、
と
い
う
ほ
ど
の
と
二
ス
垂
指
す
の
Ｔ
あ
言
う
か
⑳
害
語
文
字
乏
謙
打
辰
も
の
垂
・

言
語
文
字
で
あ
ら
杓
そ
う
と
す
る
こ
と
口
、
は
じ
肋
か
冷
無
理
な
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
窯
理
乏
承
知
で

表
現
に
ば
け
胡
、
と
い
、
っ
の
も
こ
の
ズ
ー
ト
ラ
（
経
典
）
②
教
え
ろ
と
二
ｚ
で
あ
る
、

魏
訳
ば
く
″
か
え
し
が
多
い
．
読
者
ぼ
倦
急
す
る
、
と
工
く
い
わ
打
ろ
⑳
帯
舸
は
こ
の
経
典
を
獣
読
寸
ろ

も
の
と
ぎ
勘
了
か
び
る
か
今
で
あ
る
．
謡
創
Ｔ
あ
る
な
吟
ば
・
人
形
劇
で
あ
る
な
ら
ば
、
音
楽
が
口
い
〃
、

Ｌ
ぐ
き
か
ば
い
″
-
舞
い
が
口
い
り
-
莞
桝
を
歌
で
「
局
わ
-
１
活
字
の
十
行
広
三
十
分
や
一
時
間
口
か
小

ろ
て
謁
葛
う
。
テ
レ
ビ
の
「
ひ
ｒ
っ
ご
〃
ひ
賑
う
碇
ん
農
」
や
「
八
犬
伝
」
王
台
本
で
読
め
ば
、
も
う
と
く

〃
か
え
し
か
多
い
は
ず
で
あ
る
．
そ
抓
乏
除
け
ば
簔
置
が
な
り
た
た
め
．

樗
伽
経
ば
く
″
か
え
し
て
い
る
よ
う
て
、
ラ
セ
ン
運
動
に
似
了
い
了
、
箒
⑦
運
動
の
中
了
、
二
と
げ
て
い

え
め
ぞ
舸
董
ロ
ラ
と
気
ブ
グ
せ
る
よ
う
に
仕
組
人
・
て
あ
る
．

こ
の
一
節
’
二
打
ま
で
の
過
去
と
現
在
〃
ら
、
ざ
今
に
寛
を
あ
け
丁
未
来
乏
要
差
し
・
二
三
で
見
革
に
三

台

●

世
か
円
環
Ｌ
尺
。

1７

今
吐
鍔
伽
倣
微
妙
過
天
宮
繼
壁
非
土
石
籠
宝
霧
網
漬
此
諾
夜
叉
等
已
論
過
去
仏
修
行
離

詣
遇
星
莞
住
大
安
内
悩
筈
認
惟
加
実
念
相
応
甑
仏
憐
薙
故
嘉
諸
夷
叉
説
顛
仏
天
人
師

入
掌
羅
耶
山

ｑ

い
ま
こ
の
ラ
ン
カ
ー
城
の
-
敵
妙
よ
け
天
の
宮
緊
以
上
で
す
．
捲
窒
は
士
や
石
て
な
く
・
し
ｚ
沁
云
の

g-ＯＳｇ ５５９
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衝
叉
及
壽
子
欲
得
琴
訶
術
甕
耳
等
霊
刹
亦
住
此
城
中
曽
供
着
過
去
無
量
憶
詣
仏
今
榎
願

怯
養
現
在
大
法
王
欲
間
内
岻
行
欲
得
掌
訶
街
顎
仏
燐
詑
我
及
請
喬
叉
衆
兵
諾
仏
子
等

八
此
樗
伽
減
我
所
有
宮
閣
妻
子
愛
耆
寓
宝
冠
諸
曜
賂
橦
種
涯
議
鼻
阿
餅
迦
園
材
種
種
皆

可
祭
覆
所
東
詑
職
施
仏
没
大
衆
我
於
期
来
所
需
有
不
捨
物
願
大
牟
尼
琴
表
謡
我
受
用

我
浸
諸
仏
子
賞
仏
前
説
法
顯
仏
垂
表
悪
受
我
受
用
説

萄
叉
と
壽
子
、
マ
ハ
-
ｌ
ヤ
ー
ナ
蓬
得
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．
ク
ン
バ
カ
ル
ナ
ら
の
霧
刹
も
、
ま
た
こ

の
城
中
に
住
み
、
か
つ
→
-
供
養
し
ま
Ｌ
穴
過
去
の
無
量
の
諸
仏
に
．
今
ま
た
供
養
し
た
い
の
で
攻
現

在
の
大
法
壬
仮
。
内
心
の
行
芝
開
き
た
く
・
マ
ハ
ー
ヤ
ー
ナ
を
得
た
い
の
で
す
。
ど
う
か
仏
韮
あ
わ
椥

人
で
く
だ
さ
い
杓
た
Ｌ
、
と
も
言
も
弓
の
萄
叉
た
ち
量
，
諸
仏
の
子
ら
と
．
こ
の
ラ
ン
ガ
ー
城
に
入
ら

舸
了
。
ね
た
し
の
も
っ
て
い
る
富
霞
・
妻
子
と
誉
震
、
宝
冠
ｆ
ｚ
進
言
．
の
理
硲
、
種
々
の
迂
凝
具
、
ア

ソ
ガ
の
園
林
、
篭
々
の
す
べ
て
⑦
娯
筆
品
、
お
ェ
び
乗
り
也
切
の
花
の
富
顯
乏
・
仏
と
大
衆
に
施
し
誉

す
．
わ
た
し
は
加
采
に
対
Ｌ
・
喜
捨
せ
め
脚
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
大
牟
毛
壽
よ
←
ｎ
た
し
乏
詞
わ

打
人
で
お
費
け
く
だ
云
い
。
杓
た
し
と
蓋
仏
の
子
は
、
仏
の
説
か
楓
ろ
法
乏
壹
吋
ま
Ｌ
よ
う
、
ど
う
か

宝
珠
の
カ
ー
〒
ン
で
雷
う
て
い
き
す
。
二
二
の
し
る
も
弓
の
夜
叉
た
宅
ほ
、
過
去
仏
の
も
と
で
・
嫡
佇

Ｌ
も
る
も
毫
仇
過
弓
か
ら
離
打
．
つ
い
に
大
乗
の
立
場
に
住
Ｉ
）
，
内
応
典
く
罵
悟
し
“
期
実
Ｋ
そ
の
念

い
ぼ
棺
応
し
て
い
ろ
．
ど
う
か
仏
王
あ
わ
れ
ん
で
・
夜
叉
た
ち
の
た
例
説
い
了
く
だ
さ
い
。
波
今
か
仏

よ
禅
と
人
の
師
よ
、
マ
ラ
ャ
山
に
お
入
″
く
だ
さ
い
。

- ョ １

て畢

●

Ｑ
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マ
ハ
ー
ヤ
ー
ナ
三
等
等
以
さ
ロ
、
大
乗
。
ク
ン
パ
カ
ル
ナ
舂
吾
言
蚕
討
つ
ロ
は
一
→
-
-
ヴ
ァ
ナ
の
兄
〉
弄
。
砺
夢
い

ば
耳
か
ら
水
乏
出
す
よ
う
な
奇
術
師
で
あ
る
か
Ｌ
し
れ
な
い
．
ア
ソ
ガ
の
園
林
ぼ
玉
浄
一
ハ
α
く
じ
一
三
八
四
ア
シ
ョ
ヵ

磯
の
林
で
『
大
吏
』
に
八
正
覚
音
ぼ
更
に
十
Ｉ
ガ
の
柵
か
ら
北
方
に
冠
か
門
、
ア
ゾ
ｌ
力
⑦
柵
中
に
坐
っ
て

人
々
に
法
乏
お
説
ぎ
に
ワ
〃
ま
し
た
Ｖ
心
と
い
う
柵
乏
さ
す
仮
ち
が
い
な
い
．
こ
⑦
菫
、
天
愛
帝
瘡
罵
乱
-

３
言
量
Ｋ
“
市
一
帆
；
が
大
寺
蚤
寄
進
す
る
こ
と
を
記
才
か
、
孝
一
二
の
過
去
仏
迦
薫
子
ぃ
３
勺
・
が
支
街
多
浄
Ｋ
ｏ
ｌ
汗
逢

い
、
っ
王
と
そ
の
第
と
の
間
に
志
っ
た
毅
激
戦
を
止
め
ろ
た
初
に
来
島
し
、
壬
か
マ
ハ
ー
サ
ー
ガ
一
つ
園
蓬
弐
弐
、

け
る
と
い
う
話
が
挿
入
寺
、
御
、
ア
々
Ｉ
ウ
柵
は
￥
の
園
中
の
稗
な
の
で
あ
る
．
第
四
の
宗
島
仏
が
「
世
尊
」

だ
か
ら
．
「
世
尊
」
采
畠
以
前
の
う
、
一
ワ
ー
壬
一
マ
ー
ヴ
ァ
ナ
ぼ
、
あ
た
が
も
シ
ャ
ヤ
ン
々
／
に
相
当
す
る
。
シ

ャ
ヤ
ン
タ
が
箒
と
共
一
Ｌ
方
〉
汁
パ
仏
量
迎
え
る
こ
と
は
ま
た
、
一
つ
Ｉ
ウ
ァ
＋
〃
か
今
、
諄
の
ク
、
一
バ
カ
ル
＋
と

共
に
仏
を
迎
え
る
こ
と
Ｋ
、
対
応
す
る
だ
ろ
う
．

1９

爪
砺
三
界
壷
．
間
夜
叉
請
己
即
蔑

叉
故
説
向
島
證
法
夫
乗
仏
亦
祁

加
実
修
行
人
現
見
法
行
人
乃
能

講
説
加
宋
略
答
毒
寂
静
獣
然
住

等
の
と
季
三
界
の
奪
い
方
側
．
夜
叉

仏
よ
砺
杓
伺
設
乏
垂
打
-
ね
た
し
の
た
め
に
受
け
お
説
ま
く
た
ざ
い
。

間
夜
叉
請
己
即
語
淀
叉
説
過
去
未
来
仏
夜
叉
過
去
仏
此
勝
宝
山
中
燐
髭
寅

證
法
夫
乗
仏
亦
祁
鈴
此
宝
山
中
濤
諾
夜
叉
等
亦
説
此
深
法
蒋
叉
此
宝
山

現
見
法
行
人
乃
能
住
此
拠
夜
叉
今
告
近
我
及
請
仏
子
懐
聴
迩
等
故
一
受
逝
施

夜
叉
の
請
い
壬
聞
き
お
わ
″
、

〕

た
だ
ち
に
夜
叉
の
衣
め
に
説
か
細
尺
、

、
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二｜南

こ
う
読
む
な
ら
は
．
こ
こ
、
宝
山
に
弓
い
て
の
認
の
説
明
で
あ
る
．
壱
訳
ほ
こ
打
に
近
い
。
枇
訳
何
二
二

で
室
山
と
志
叉
と
の
閏
綜
蓬
の
べ
了
い
ろ
．
と
み
た
の
だ
。
澪
伽
怒
の
賞
文
は
、
語
格
の
は
う
ま
〃
Ｌ
な
ｉ

奇
柿
な
女
章
だ
そ
う
で
あ
ぢ
・
最
初
プ
リ
シ
タ
ー
の
こ
と
口
だ
、
た
の
を
漫
語
に
訳
し
た
た
め
Ｔ
け
な
い
ひ

と
超
像
す
る
が
．
さ
ら
に
・
表
雲
の
あ
る
舞
台
二
と
・
は
て
あ
る
こ
と
に
し
關
係
が
易
云
う
と
椎
剰
す
弓
。
拙

訳
は
菫
々
に
片
寄
せ
す
ぎ
涙
嫌
い
が
弱
る
。
嘉
台
で
、
、
加
来
役
が
バ
リ
ト
ン
で
湯
前
と
し
て
の
室
山
の
方

に
ア
グ
セ
、
一
卜
壬
つ
け
て
歌
い
、
合
唱
際
〃
混
声
で
、
清
叉
の
方
に
ア
ク
セ
、
一
卜
を
つ
け
了
低
声
を
流
し
一
～

そ
い
ろ
の
か
も
Ｌ
れ
め
。
そ
の
よ
う
な
想
礒
芝
禁
じ
え
な
い
ほ
ど
・
魏
訳
⑦
女
童
は
重
言
酌
下
あ
る
。

街
叉
此
宝
山
、
伽
実
隔
行
人
べ
璃
見
法
行
人
、
乃
誰
住
此
郷
、
、
読
認
に
く
い
。
次
の
衣
、
っ
に
も
読
め
ろ
．

夜
叉
正
こ
い
室
山
ぼ
・
加
奏
に
修
行
す
る
人
．
現
に
存
在
と
現
象
と
乏
見
ろ
人
、
で
あ
っ
で
け
じ
め
マ
ニ
ミ

０

凸

に
住
む
こ
と
が
で
き
ろ
。

過
去
と
未
采
の
仏
乏
．
夜
叉
よ
過
去
仏
ｎ
．
二
の
す
ぐ
れ
灰
宝
山
中
で
・
夜
叉
乏
あ
わ
柄
む
が
幼
え
に

内
舅
に
證
朗
Ｌ
辰
法
乏
説
か
れ
た
◆
末
末
仏
も
ま
た
ぞ
の
よ
う
に
、
こ
の
宝
山
中
で
、
も
ｚ
も
ス
の
夜

叉
た
る
の
灰
肋
に
．
ま
た
こ
の
深
法
乏
読
か
洞
よ
う
．
荷
叉
ほ
こ
の
室
山
で
、
加
実
広
晦
行
す
る
人
-

現
わ
打
唄
わ
す
法
斤
の
人
・
そ
桐
な
れ
ば
二
ぞ
こ
こ
に
住
む
二
と
び
で
家
ろ
。
荷
叉
よ
今
あ
な
灰
原
告

げ
ろ
．
わ
た
し
と
詣
仏
の
子
ら
は
．
あ
な
た
灰
考
を
あ
わ
打
む
ぴ
句
え
に
、
あ
な
灰
の
布
施
と
懇
請
蓬

受
け
了
説
こ
、
フ
．
加
末
は
ほ
ぼ
筌
え
お
初
ヲ
了
・
し
ず
か
仁
だ
ず
『
元
お
い
で
仁
な
る
．

＝

一一

一

一

g - O S 2 ５６２ 洪
埼

二
＝



一～唾･鼻.･1:膣ロ ー 凸 ･ 韻 , . ： 〆:'ず:M零落,hエ:、:｡,里
デ ー 静 . 辞 . ． ＝ ･ ﾁ ｰ ﾆ ｰ 帝
. ． ． ． : A : ･ ･ ･ 韻 ･』 - . . . . . 設 完 ÷ Ⅱ ﾛ
モ . と ， ， と

是

一
二

脚一÷ １

一ラド→一一一

一

二
Ｐ｛

＝-当

占一

２１
こ
の
割
の
主
役
の
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
は
．
誠
に
夜
叉
壬
の
、
後
に
菩
薩
の
．
仮
面
を
か
ぶ
〃
＆
か
洞
の
美
う
に

っ
洞
Ｔ
、
あ
る
ｒ
ロ
ヲ
ー
ヴ
ァ
＋
か
．
あ
る
い
〃
大
遷
が
．
観
客
反
お
し
て
萱
見
せ
・
照
明
の
た
い
ま
つ
が

一
つ
一
つ
と
猟
え
て
働
き
、
観
客
が
夢
と
う
っ
っ
の
闇
を
ざ
ま
よ
う
勺
か
で
、
主
役
が
パ
ズ
ィ
次
勿
よ
う
に

独
彊
す
る
の
量
聞
く
だ
弓
う
．

20

我
与
夜
叉
衆
及
諸
仏
子
等
一
切
諸
驍
者
威
謂
仁
者
間
大
士
説
法
勝
修
行
亦
景
勝
稜
雪
大

悪
婆
那
蕊
刹
奉
仏
花
宮
職
棚
耒
及
仏
子
妾
已
即
笛
察
蕊
婆
那
夜
叉
亦
自
乗
溢
穀
以
諸
抵

域
楽
窯
仏
到
疲
鍼
到
侭
的
城
已
憲
婆
那
賓
叉
及
其
薇
叉
妻
夜
叉
壽
軟
等
更
持
勝
供
且

種
種
篭
微
妙
供
養
於
加
采
及
請
仏
子
等
諸
仏
及
薑
薩
琶
受
波
供
養
羅
婆
那
等
衆
供
養
説

法
音
観
察
所
説
法
内
・
評
證
境
界
扶
養
犬
雲
士
敬
数
而
請
壱

一
→
ｌ
ヴ
ァ
ナ
疑
刹
何
．
仏
に
花
の
宮
穀
至
た
て
ま
つ
っ
た
。
如
来
と
仏
の
子
ら
ほ
-
受
け
丁
た
た
ち
に

為
な
乗
「
た
．
弓
Ｉ
ヴ
ァ
ナ
夜
叉
、
Ｌ
ま
た
み
ず
か
ら
花
の
宮
殿
に
乗
り
‘
も
弓
も
言
の
伎
立
の
壹
禁

で
、
仏
を
禁
Ｌ
子
せ
つ
っ
鐙
の
城
に
到
る
．
波
の
妙
な
る
域
に
訓
善
す
る
と
、
弓
ｌ
ヴ
ァ
ナ
街
叉
、
と

そ
の
寅
叉
の
妻
・
宿
叉
の
諄
迂
ら
-
ま
た
す
ぐ
楓
た
供
養
の
品
の
．
ま
ま
ざ
ま
に
み
な
い
認
じ
い
し
の

乏
加
采
と
諸
仏
の
、
子
ら
に
さ
さ
げ
ろ
。
諸
仏
と
菩
薩
、
-
み
な
徹
の
〆
簔
を
う
け
た
。
ラ
ー
ヴ
ァ

ナ
た
ち
ｎ
．
法
を
説
く
人
に
秩
養
Ｌ
丁
、
説
か
猟
ろ
法
が
内
身
に
證
明
式
打
た
境
界
な
ろ
ご
と
重
観

察
Ｌ
た
．
大
薑
夫
士
に
併
養
Ｌ
Ｔ
・
こ
と
ば
を
菫
わ
て
論
う
て
Ｖ
っ
．

一
一“一・ゴー寺・一

今

一・Ｆ』

一
一
一
墨
一
一

三
』
一
『
．
・
一
一
二
・
〆

」
ひ
口
一

ひ
打
の
←
舞
う
に
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